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山本 ,2013)。
　他にも ASD が獲得困難とする質問行動や会話
などの社会的行動の始発の促進を指導するために
スクリプト・スクリプトフェイディング法（以
下 S・SF 手続きと略す）が開発され（Krantz & 

Mclannahan,2005）、その有効性が報告されている。
しかし、稲田・神尾 (2011) は北米における ABA

の週数十時間の集中的な介入は日本では非現実的
であるため、家族による有効な家庭療育が可能に
なるような負担の少ない家族支援のあり方を検討
するべきであると指摘している。それに対し、奥
山・杉山・藤坂 (2009) は就学前の ASD 幼児へ週
当たり平均10時間程度の ABA に基づいた親中心
の家庭療育を実施し、発達を促進させたと報告し
ている。そこで、本研究では以下の点について検
討する。
　稲田・神尾 (2011) が指摘した保護者にとって
負担の少ない家庭療育について奥山・杉山・藤坂
(2009) の先行研究をもとに DTT や PRT、S・SF 手
続きの研究報告を調べて、実施可能と思われる療
育プログラムの有効性を検討する。

問題と目的

　近年、日本の乳幼児期における早期診断・早
期療育体制については全国的に確立されている
が、自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 

Disorders 以下 ASD と略す）をもつ子どもへの発
達支援に有効とされる指導については、ASD へ
の根本治療が発見されていないため、いまだ一貫
した知見は得られていない ( 富永・森 ,2006)。
　そのような現状において ASD は脳神経の異常
により、様々な行動に影響を及ぼす症候群である
という観点から、適切な行動の獲得を支援するた
めに応用行動分析 (Applied Behavior Analysis 以下
ABA と略す ) が有効であり、集中的な指導の中で
繰り返し練習することで、ASD 児の行動や認知
機能の改善が見られることもある (Richman2001, 

Lovaas2003)。ABA による就学前の ASD 児への早
期療育プログラムとしては、ASD 児へ週40時間
の行動介入を実施した Lovaas(1987) による離散試
行型指導（Discrete trial training　以下 DTT と略す）
を中心とした研究実践において、ASD 幼児の発
達を促進させたと報告されている。DTT 以外の
介入方法では、ASD の中核的症状の一つである
交互交代の理解の困難さに治療の焦点をあてた機
軸行動発達支援法（Pivotal Response Treatment 以
下 PRT と略す）が開発された (Koegel,2006, 近藤・
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(3)　材料、用具及び機器
　①記録機器
　　ビデオカメラ１台
　②使用器具・機器
　・学習基礎スキル課題
　　動物、果物、乗り物のフィギア

マッチング用の写真（縦×横が約５ｃｍで、
動物や果物などのカテゴリー別に用意）

　・言語・概念系スキル課題
　　分類学習用の写真

ポータブルＤＶＤデッキと動作語用の映像を
収録した USB。

　・遊びと社会性スキル
　　ひも通しの教材、３０ピースのパズル。
(4)　標的行動
　各課題の標的行動は、毎月１回実施した D 大
学でのミーティングにおいて両親との確認のもと
に T 会の早期療育プログラムのテキストの中から
選択し、決定した。

方法

１．参加者
　A さん
　指導開始時期の年齢は3歳2ヵ月で広汎性発達障
害と診断された。その際の新版K式発達検査では、
DQ61であった。家族構成は A さんと父親、母親、
姉である。
２．指導者
　指導者は父親と母親と筆者の3名で指導にあた
った。
３．指導場面
　筆者は、201X 年5月から201X ＋1年11月まで毎
週1回、参加者の自宅及び祖父母宅の一室や D 大
学の特別教室にて行った。指導全体の活動時間は
約45分だった。家庭療育では、NPO 法人 T 会の
早期療育プログラムのテキストに基づいて DTT

を中心とした指導を父親が毎朝45分程度実践し
た。母親は毎夕４５分程度、線模倣やはさみ、文
字などのアカデミックスキルの獲得を中心に実施
した。
４．一事例での実験計画
　実際の指導場面では、本研究にお
いて AB デザインを用いた。
５．指導
１）指導1(DTT)

(1)　指導目標
長期目標 : 知的機能の発達の向上
短期目標 : 各指導領域における課
題達成
各指導領域は、①学習基礎スキル、
②言語・概念系スキル、③遊びと
社会性スキル、④自助・運動スキ
ルから構成された。

(2)　１セッション（以下1ses と略す）
の構成
　1ses 中で実施した課題は5～8であ
り、各課題について1～5試行以上指
導した。
　1試行の手続きは、Sonja.R(2007) の
DTT 手続きを一部修正して実施した。 図１　DTT手続きの流れ(Sonja.R,2007)
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　指 導 者 が 課 題 を 実 施 し た 期 間 に つ い て

（  ）と記録した。
(5)-3　保護者による課題の実施期間（「  」

と略す）
　保護者が家庭で指導した課題と期間について
聞き取り、（  ）と記録した。

(5)-4　維持課題（「■」と略す）
　指導者および保護者が実施し、5試行中4試行
以上の正反応で達成した課題については（■）
と記録した。また、適宜実施して獲得スキルの
維持を図った。

(6)　記録の信頼性
　課題の達成レベルに関する評価の一致率を求
めた。一致率は87.5% だった。

ラスチックの剣１５本。
(4)　標的行動
　近藤・山本 (2013) を参考に標的行動を行動連
鎖で実施した。
　①標的行動1　A さんが剣を刺す。
　②標的行動2　A さんが剣を指導者に手渡す。
　二つの標的行動は表Ⅱ−3の行動連鎖の中に組
み込まれた。

(5) 　結果の整理方法
　各課題の達成レベルは、予め設定した以下の
基準に基づいて記録した。

(5)-1　達成課題（「◎」と略す）
　①達成課題に含まれる標的行動について正反
応が確認できた場合は（○）と記録した。
　②プロンプト付き正反応であった場合は（Ｐ）
と記録した。
　③無・誤反応の場合は（×）と記録した。
　上記において、5試行中4試行以上の正反応も
しくは3試行連続で正反応が確認された標的行
動数が課題の達成基準を満たした場合、（◎）
と記録した。

(5)-2　指導者による課題の実施期間（「  」
と略す）

２）指導2(PRT)

(1)　指導目標：交互交代遊びを行うことができ
る。
(2)　1ses の構成
　指導時間は DTT 課題終了後に約５分間行い、
１ses は5試行から構成された。
(3)　材料、用具及び機器
　キャラクターが樽から飛び出る玩具１個及びプ

表１　DTT における指導課題および標的行動例（動作模倣）
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した。
　また、3ターンの行動連鎖を1ブロックとし、3
ブロック以上で100％の正反応率が確認できた場
合、達成とした。
(7)　記録の信頼性
　記録の信頼性を評価するために評価の一致率を
求めた。一致率は94％だった。
３）指導3(S・SF 手続き )

(1)　指導目標
　スクリプト1～3セットの各標的行動を自発する
ことができる。
(2)　1ses の構成
　201X ＋1年2月から12月まで毎週土曜日 A さん
宅で実施した。また毎月1回は D 大学の特別教室
で実施した。指導時間は DTT、PRT 終了後に5分
間だった。
　スクリプト1セット目は201X ＋1年2～5月まで
実施し、1ses 中に標的行動1を5試行で構成した。
スクリプト2セット目は201X ＋1年6～9月まで実
施し、1ses 中に標的2～7を各3試行ずつで構成し
た。スクリプト3セット目は、201X ＋1年9～11月
まで実施し、1ses 中に標的行動8～13を各3試行ず
つで構成した。　　　

(6)　結果の整理方法
(6)-1　介入1（2ターンの行動連鎖）
①2ターンの行動連鎖のうち正反応が確認できた

試行は（○）と記録した。
②2ターンの行動連鎖のうちプロンプト付き正反

応であった試行は（Ｐ）と記録した。
③2ターンの行動連鎖のうち無・誤反応であった

試行は（×）と記録した。
　1ブロック2試行（①剣を刺す、②剣を手渡す）
のうち、プロンプトなしで正反応した試行数を2
で除し、100かけたものを正反応率とした。また、
2ターンの行動連鎖を1ブロックとし、3ブロック
以上で100％の正反応率が確認できた場合、達成
として介入2に移行した。
(6)-2　介入2（3ターンの行動連鎖）
①3ターンの行動連鎖のうち正反応が確認できた

試行は（○）と記録した。
②3ターンの行動連鎖のうちプロンプト付き正反

応であった試行は（P）と記録した。
③3ターンの行動連鎖のうち無・誤反応であった

試行は（×）と記録した。
　1ブロック3試行（①剣を刺す、②剣を手渡す、
③剣を刺す）のうち、プロンプトなしで正反応し
た試行数を3で除し、100かけたものを正反応率と

表２　PRT における交代遊びの各標的行動と指導内容一覧
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ー１冊とキャラクターや身近な人物の写真6枚、
タブレット端末１台
(4)　標的行動
　以下の標的行動を設定した。

① BL 期　参加者が指導時間において標的行動を
自発的に遂行するか査定した。

② S 期　活動開始前に録音された音声スクリプト
を模倣する練習をした。

③ SF 期　参加者には標的行動場面でフェイディ
ングした音声スクリプトを聞きながら一連の行
動を遂行することとした。

④ Pro 期　参加者には標的行動場面で BL 期と同
様の手続きに戻して、先行刺激（タブレット端
末の画像の提示）により、一連の行動を遂行す
ることとした。

(6)　結果の整理方法
　標的行動の遂行レベルは予め設定した以下の基
準に基づき、記録用用紙に記入した。また、確認
が必要な場合はビデオ録画を参照した。
①正反応（「US」と記録）　標的行動を自発的に

遂行した場合「US」と記録した。
② SF 反応（「SF」と記録）　SF 期に入り、フェイ

ディングした音声スクリプトを聞きながら標的
行動を遂行した場合は「SF」と記録した。

③ S 反応（「S」と記録）　S 期に入り、フルスク
リプトを聞きながら標的行動を遂行した場合は
「S」と記録した。

(3)　材料、用具及び機器
①記録機器　ビデオカメラ１台
②使用器具・機器　ミニミ6台（丸型の音声再生

スイッチ）、　写真カード5枚
　ジッパー付の B6型の袋5つ、2穴の A4バインダ

(5)　指導手続
　PRT 課題終了後に S・SF 法の手続きを開始した。
(5)-1　スクリプト1セット目
　標的行動1（ミニミ１台、ジッパー付の B6型の
袋5つ、キャラクターの写真5枚使用）
(5)-2　スクリプト2セット目
　標的行動2～7（ミニミ６台、写真と2穴の A4バ
インダー1冊を使用）
　① BL 期（スクリプト1～2セット目）

参加者が指導時間において標的行動を自発的に
遂行するか査定した。

　② S 期（スクリプト1～2セット目）
ミニミに録音されたスクリプトを聞いて標的行
動を話した。

　③ SF 期（スクリプト1～2セット目）
ミニミのフェイディングされたスクリプトを聞
いて標的行動を話した。

　④ Pro 期（スクリプト1～2セット目）
参加者には標的行動場面で BL 期と同様の手続
きに戻して、先行刺激（写真の提示）により、
一連の行動を遂行することとした。

(5)-3　スクリプト3セット目
　標的行動8～13（タブレット端末使用）

表３　S・SF 法の各標的行動一覧
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①新版 K 式発達検査
②LanguageCommunication Developmental Scale（以

下 LC スケールと略す）
③Pervasive Developmental Disorders Autism 

Spectrum Disorders Rating Scale-text Revision（以
下 PARS と略す）

結果

　DTT は初級課題の学習基礎、言語・概念系、
遊びと社会性スキルを指導課題碁盤図にて示し
た。PRT は標的行動の指導経過を示した。S・SF

手続きはスクリプト1セット目：標的行動1、2セ
ット目：標的行動2～7、3セット目：標的行動8～
13）を示した。
1.　指導１(DTT)（201X年2月～201X年＋1年11月）

④無・誤反応（「×」と記録）　標的行動を遂行し
なかった場合や標的以外の行動を遂行した場合
は「×」と記録した。

(7)　記録の信頼性
　記録の信頼性を評価するために評価の一致率を
求めた。スクリプト1セット目の一致率は93％、2
セット目の一致率は92％、3セット目の一致率は
89％だった。
7.　心理検査
１）目的
　各種発達検査を実施し、家庭療育が A さんの
発達に及ぼした効果を測定する。
２）分析対象及び範囲
　201X 年1月から201X＋1年11月までを分析範囲と
した。分析対象とした検査は以下のとおりである。
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図２　学習基礎スキルの課題達成碁盤図
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びかけに応じて着席するなどの学習に従う姿勢
（コンプライアンス）は指導終了まで達成できな
かった。
　中級プログラムについては指導継続中であるた
め割愛する。

　初級プログラムにおける課題達成率はおおむね
80％前後であり、ほぼ達成した。
　学習基礎スキル課題（初級）に着目すると、マ
ッチングや動作模倣はスムーズに達成したが、指
示があるまで着席したり、遊んでいる途中でも呼

図３　言語概念系スキルの課題達成碁盤図

図４　遊びと社会性の課題達成碁盤図
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ャーを模倣するようになった。また、「先生の番」
と指示を出すと剣を手渡す行動（標的行動2）が
みられるようになった。31ブロック以降は3ブロ
ック以上100％の正反応率が確認されたので、介
入2期に移行した。
３）介入期2
　指導者が剣を使ったオーバーなジェスチャーに
加えて、笑い声などのオーバーな表情の仕草を行
うことで、その様子を A さんが注目するように
なった。そのため、A さんは指導者が剣を刺すま
で1～2秒待つようになり、64ブロック以降は正反
応率が上昇した。

2.　指導２(PRT) （201X ＋1年3月～201X ＋1年11
月）
　標的行動の指導経過を示した。

１）BL 期
　標的行動1（剣を刺す）は BL 期で確認されたが、
標的行動2（剣を指導者に手渡す）はなかったため、
行動連鎖としては50％の正反応率となった。
２）介入期1
　11ブロック以降は、「剣をちょうだい」の指示
と剣を指導者に手渡すプロンプトを組み合わせて
実施したが、プロンプトを外すと2本続けて樽に
刺す行動がみられた。しかし20ブロックからは指
導者が剣を飛行機に見立てて「ブーン」と話した
り、オーバーなジェスチャーをしながら剣を刺
すと、初めて A さんが指導者の行動に注視した。
そして次の試行から A さんが指導者のジェスチ
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図５　標的行動1と標的行動2の行動連鎖
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3.　指導３(S・SF 法 ) （201X ＋1年2月～201X ＋1
年11月）
１）スクリプト1セット目　標的行動1(201X ＋1
年2/3~5/10)

① BL 期
1～10試行目（1~2ses）では、標的行動はみら
れなかった。

② S 期
16～20試行目（４ses）で音声を聞いて標的行
動1を自発した。

③ S・SF 期
26～30試行目（6ses）からは音声を全てフェイ
ディングして実施したが、A さんが混乱を示し

たため、Step を戻し「な」のスクリプトの段階
で実施した。

④ Pro 期
36～40試行目（8ses）で音声をフェイディング
しても標的行動を自発した。

⑤ Pro 期2（般化）
提示する先行刺激を動物や食べ物などの図鑑に
変更したが標的行動は維持された。

図６　標的行動1「なに？」の指導経過
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２）スクリプト2セット目　標的行動2～7の指導
経過 (201X ＋1年6/7~9/13)

① BL 期
　写真を提示すると写真に写っている物の名前を
話すのみだった。
② S 期
　標的行動は正反応がみられたが、標的行動6に
ついては、「うたう」と誤反応を示した。
③ S・F 期
　16試行目（6ses）はミニミを提示しなくとも標

的行動2・3・4は US 反応を示した。この段階で
語尾の助詞をつけて模倣するようになった。標的
行動6は誤反応のままだった。
④ Pro 期
　28試行目（10ses）からミニミをフェイディン
グして写真のみを提示した。
　標的行動2・3・4と5・7は US 反応を示したが、
標的行動6は、誤反応だった。

図７　標的行動2～4の指導経過

図８　標的行動5～7の指導経過
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３）スクリプト3セット目　標的行動8~13の指導
経過 (201X ＋1年9/20~12/20)

① BL 期
　1～3試行目（1ses）で、タブレット端末の写真
を提示したが、一語文が中心だった。
② S 期
　7試行目（3ses）からは、音声フルスクリプト
の語頭を言語プロンプトすることで標的行動を話
し始め、10試行目（4ses）からは音声フルスクリ
プトで S 反応がみられた。
③ S・F 期
　15試行目（7ses）からフェイディング Step1で

DQ は全体的に維持傾向であった。

SF 反応を示すようになった。
④ Pro 期
　23試行目（9ses）は、標的行動8～13全てにお
いて US 反応を示した。
　　　　
5.　心理検査の結果の推移
　A さんの心理検査で新版 K 式発達検査、LC ス
ケール、PARS-TR の結果を記した。
１）新版 K 式発達検査

図９　標的行動8〜13の指導経過

図10　新版K式発達検査のDQの推移
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　「 言 語・ 社 会 」 の 領 域 に お い て201X 年8月
「DQ75」、201X ＋1年「DQ68」と数値の上昇が
みられた。
　４）LC スケール

　LCQ は減少傾向にあったが、201X ＋1年11月
では LCQ:70となり、増加がみられた。

　図13では、LC 年齢は201X 年6月では66ヵ月で
あったが、201X ＋1年11月では70ヵ月にまで上昇
していた。また言語理解の上昇が著しく、42ヵ月
と上昇した。

図11　新版K式発達検査における各領域のDQの推移

図12　LCスケールにおけるLCQの推移

図13　LCスケールにおけるLC年齢（LCA）と各領域の発達年齢の推移
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５）PARS-TR

　図14では、201X 年9月時点で幼児期現在得点は
23点だった。その後201X ＋1年5月では12点と減
少したが、201X ＋1年11月では13点と数値の維持
が示された。

考察

1　DTT・PRT・S・SF 手続きによる指導の有効
性について
　DTT の一般的な訓練過程では、かんしゃく行
動やパニック行動、自己刺激行動などを消去や罰、
過剰修正法などの技法によって抑制する。その後、
注視行動、着席、簡単な指示に従う行動などの学
習準備行動を食べ物などの強力な強化子によって
形成する ( 谷 ,2012)。
　本研究において罰や過剰修正法による嫌悪刺激
は導入しなかったが、DTT の一般的な訓練過程
に準じた。結果として、初級プログラムにおける
各領域の課題を概ね達成し、要求行動や質問に
対する応答行動の増加がみられたことから、DTT

が A さんの言語領域への影響を及ぼした点では
有効であったと考える。また、PRT では先行研究
である近藤・山本 (2013) は手渡し行動が未獲得
な ASD 幼児にも交互交代遊びの支援方略が可能
であるか課題であると述べていたが、本研究で
は BL 期で手渡し行動がみられなかった A さんと
玩具を用いた介入を通して手渡し行動が獲得され
たことから、一事例であるがこの支援方略は手渡
し行動を獲得させるためには有効であると示唆さ
れた。S・SF 手続きは標的行動をおおむね獲得で

きており、ミニミやタブレット端末など A さん
が強い動機づけを持たせる機器を用いたり、1セ
ッションの中で反復練習をすることでスキルの
獲得を促した。しかし、A さんへ実施した各心理
検査の結果で新版 K 式発達検査の総合 DQ の数値
は維持であった。これには A さんが検査に取り
組む姿勢（コンプライアンス）の形成不足が要因
の一つである。家庭療育では称賛などの社会的強
化子と本人が好む玩具などを対提示して標的行動
を強化したが、検査では基本的に強化されること
がないために A さんの課題に対する動機づけが
低下したり、検査場面という新奇な環境であるた
めに探索行動が生起され課題に集中できなかった
ことが考えられる。また、今回は運動面へのアプ
ローチを行っていなかったため、姿勢・運動領域
の DQ 数値が上昇せず、結果として総合 DQ を押
し上げることにつながらなかった。一方で、検査
下位項目「言語・社会」領域での数値が201X 年1
月で「言語・社会 DQ51」と201X 年8月「DQ75」、
201X ＋1年6「DQ68」と上昇したことや LC スケ
ールの下位検査項目の数値の上昇により、本指導
は言語領域の発達については影響を与えたと思わ
れる。

2　今後の課題
１）家庭療育における一人一人の課題に合わせた
早期プログラムの作成
　本研究では、DTT プログラムに沿って実施し
たが、A さんが困難を示した学習に従う姿勢（コ

図14　PARSにおける幼児期ピーク評定と現在得点の推移
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ンプライアンス）や集団活動の参加の困難、外出
時の衝動的な行動や注意の転導が激しいことへの
アプローチも必要だった。
２）親の家庭療育の負担軽減
　稲田・神尾 (2011) が家族による有効な家庭療
育が可能になるような負担の少ない家族支援のあ
り方を検討するべきと指摘に対して、本研究は毎
日１時間以上の親による家庭療育の実施や育児な
ど、身体的・精神的負担は少なくないものであっ
た。
　また、親のニーズにより実施された DTT 中心
の家庭療育だったが、家族だけの実施では困難で
専門家の介入が不可欠であると考える。したがっ
て、親の行動分析的技法を実施する力量や実施で
きる時間など様々な要因を検討して個々のケース
に合わせた実行可能なプログラムを検討していか
なければならない。
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